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津波対策チェックリスト ＜京浜港(横浜区・川崎区)＞ 【令和8年5月刊行】

危険物積載船舶 一般船舶（荷役・作業船含む）

無し

有り

無し

有り

津波注意報 ー

巨大地震
警戒

巨大地震
注意

南海トラフ
地震

臨時情報

〇津波の来襲に備え、直ちに出港できるよう避難準備を行うこと
〇南海トラフ地震に関する情報の入手に努めること
〇避難に必要な支援を受けられないことが予想される場合は、自主的に安全な海域へ避難すること

〇南海トラフ地震に関する情報の入手に努めること
〇連絡系統、避難方法、避難海域の確認を行うこと

津波警報等
の種類

津波来襲
までの

時間的余裕

大型・中型船（漁船を含む）

大津波警報

津波警報

　　　　　　　　　　　〇荷役・作業中止　　〇係留避泊又は陸上避難

　　　　　　　　　　　〇荷役・作業中止　　〇港外退避

　　　　　　　　　　　〇荷役・作業中止　　〇係留避泊又は陸上避難

　　　　　　　　　　　〇荷役・作業中止　　〇港外退避

　　　　　　　　　　　〇荷役・作業中止　　〇係留避泊又は港外退避

無し
〇荷役・作業中止
〇港内避泊

〇港内避泊
〇工事・作業中止
〇陸上避難

有り
〇荷役・作業中止
〇港外退避

〇港外退避
〇工事・作業中止
〇港外退避又は流出防止措置

無し
〇荷役・作業中止
〇港内避泊

〇港内避泊
〇工事・作業中止
〇陸上避難

有り
〇荷役・作業中止
〇港外退避

〇港外退避
〇工事・作業中止
〇港外退避又は流出防止措置

津波注意報 ー
〇荷役・作業中止
〇港内避泊
（場合により港外退避）

〇港外退避
〇工事・作業中止
〇港外退避又は流出防止措置

南海トラフ地震
臨時情報

備　考

津波警報等
の種類

津波来襲
までの

時間的余裕

大津波警報

津波警報

航路付近、海洋施設等に近い場所又は浅海域に【錨泊中の船舶】は、時間的に余裕がある場合は、
水深が深く、広い場所に移動する。

錨泊船、浮標係留船
航行船

【大型、中型船(漁船含)】
（着離岸作業時を含む）

工事作業中
【工事・作業船等】

(作業台船及び起重機船含む)

港内着岸船に同じ

所要時間

① 荷役設備の連結解除 ●分

② エンジン、スラスター起動 ●分

③ 離岸作業 ●分

④ 港界までの時間 ●分

⑤ 避難予定海域までの時間 ●分

A 【離岸までの所要時間】 ▲分（①～③）

B 【港界までの所要時間】 ■分（①～④）

C 【避難予定海域までの所要時間】 ◎分（①～⑤）

D 【津波到達までの予想時間】 ★分

【前提事項】
＊最小運航要員は在船
　➡ 最小運航要員に満たない場合は、要員の参集時間を加える
＊ ①、②は、できるだけ併行して実施

【時間の積算について】
＊通常利用する港、岸壁・係留施設について予め積算しておく
　➡ タグ、水先人、係留施設等の支援の有無別に積算
　➡ 荷役設備連結解除は、非常電源、緊急離脱装置の有無別に積算
＊運航形態、船種等、個別の必要時間がある場合は、別途時間を積算

【緊急離桟の判断】
＊A～Cの所要時間(△□◎)と津波到達までの予想時間(★)を比較し
　離桟の可否を判断

所要時間積算項目 備　　考

京浜港(横浜区・川崎区)の津波対策
京浜港(横浜区・川崎区)における津波対策に関する合同機関
との合同指針 (R7.9改訂）【京浜港船舶津波対策協議会】

横浜海上保安部ホームページ

【横浜海上保安部】

特定港の津波対策（第三管区海上保安本部管轄内）
京浜港(東京区)、千葉港、木更津港、横須賀港、鹿島港、
日立港、清水港、田子の浦港【各港協議会等】

津波対策チェックリスト
＜京浜港 (横浜区・川崎区)＞【東京湾海難防止協会】

＊ダウンロードして両面印刷・三折りで使用して下さい。

津波警報等発表時は「陸上避難、係留避泊、港外退避(緊急離桟)」
の各チェックリストを参照して下さい。

出港準備 出港準備を完了させる　（例：直ちに離桟可能な体制、乗組員は船内待機等）

情報収集、情報連絡 津波警報等の発表に備え、情報収集、情報連絡体制を維持（24時間体制）

タグ・水先人・係留施設等との調整 緊急離桟に備え、船舶事業者、タグ・水先人、係留施設等との事前調整を実施

出港支援が受けられない場合の対応 タグ・水先人、係留施設等の支援が受けられない場合の離桟方法を平素から検討

避難予定海域の状況把握、選定
錨泊船情報（東京湾海上交通センターホームページ）で東京湾内の避難予定海域の状況を
把握し、避難予定海域を選定。海域が輻輳する場合は、湾外への自主避難を検討

関係者との事前協議
南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）発表時の対応について、事前に関係者と協議
（協議先の例：船舶事業者、タグ・水先人、係留・荷役施設の管理者等）

船
舶
乗
組
員
・
船
舶
事
業
者
等

横浜港津波アニメーション
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

川崎港の予想流速
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

横浜港の予想流速
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

川崎港の津波経時変化
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

横浜港の津波経時変化
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

市町村別津波高・津波到達時間
<地震モデル検討会公表データ抜粋＞
（令和7年公表）【内閣府】

川崎港津波アニメーション
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波進入時）
【海上保安庁海洋情報部】

「南海トラフ地震 -その時の備え-」
　～知ることであなたと大切な人の命を守る～
（令和7年8月発行）【内閣府、気象庁】

津波到達時間

平均水位 最高水位 ＋1m

「駿河湾～紀伊半島沖」【ケース①】 3m 3m 63分

「駿河湾～愛知県東部沖」・「三重県

南部沖～徳島県沖」【ケース⑧】
2m 3m 64分

相模トラフ沿いの

海溝型地震

相模トラフ沿い

（元禄関東地震タイプの地震を想定）
3m 4m 34分

第1波到達84分

最大波到達172分

「駿河湾～紀伊半島沖」【ケース①】 3m 3m 79分

「駿河湾～愛知県東部沖」・「三重県

南部沖～徳島県沖」【ケース⑧】
3m 3m 81分

相模トラフ沿いの

海溝型地震

相模トラフ沿い

（元禄関東地震タイプの地震を想定）
4m 4m 41分

東日本大震災 三陸沖（牡鹿半島東南東）

東

京

湾

都心南部直下地震 東京都心の直下（陸域） データなし

データなし

川

崎

市

川

崎

区

南海トラフ地震

備　　考震源地

「掲載データ」

・首都直下地震モデル検討会公表データ（令和7年）

・南海トラフ巨大地震モデル検討会公表データ（令和7年）

「津波高さ」（標高） 　*地殻変動を考慮

・沖合30m地点の津波水位の最大値（平均水面からの高さ）

「津波到達時間」の水位上昇（＋●m）

「＋●m」は平常潮位（津波がなかった場合の潮位）からの高さ

「今後30年以内の地震の発生確率」

・南海トラフ地震は「60～90%程度以上」又は「20～50%」

・都心南部直下地震は「70%程度」

・相模トラフ沿いの海溝型地震は「ほぼ0～6%」

「南海トラフ地震」

南海トラフ地震については震源地別に⑪パターンのケースを検討

（本資料では次の２つのケースのデータを掲載）

・ケース①　震源地が関東地方に最も近い(基本的な検討ケース）

・ケース⑧　最も津波高が高い（派生的な検討ケース）1m（東京湾内）

場

所
地震別

津波高さ

横

浜

市

中

区

南海トラフ地震

東日本大震災

＊観測潮位解析データ
三陸沖（牡鹿半島東南東）

0.82m

 (第1波)

1.55m

(最大波)



 係留避泊部署の検討  係留中に来襲する津波への対抗を想定した部署配置を検討

 係留強化対策等の所要時間の把握  係留強化・船体被害低減対策、緊急離桟の所要時間を把握

 係留避泊フローチャートの作成  係留避泊の判断フローチャートを検討、作成

 係留避泊マニュアルの作成  係留避泊マニュアルを検討、作成（係留索切断による漂流、漂流船との衝突、施設職員の乗船避難も想定）

 訓練、研修の実施  津波対策の研修・係留避泊を想定した訓練（本船のみ、関係者との連携）を実施

 船舶事業者との協議等  係留避泊の対応について、平素から船舶事業者と協議・検討し、共通認識を醸成

 バース施設、マニュアル等の確認  非常電源の有無、荷役施設の切離し方法や津波対策に関するバースのマニュアル等を予め確認、把握

 バース管理者との協議等  通常利用するバースにおける係留避泊について、平素から対策を協議・検討し、共通認識を醸成
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津波が係留船舶に及ぼす影響
＜数値シミュレーション結果＞
（令和2年12月）【国土交通省】

横浜港の予想流速
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波引潮時）
【海上保安庁海洋情報部】

港湾施設の利⽤可否判断に係るガイドライン

（令和7年4月）【国土交通省】

川崎港の予想流速
＜南海トラフ地震ケース①＞（津波引潮時）
【海上保安庁海洋情報部】

津波に対する係留限界
＜船種別係留限界評価一覧＞
【東京湾海難防止協会】

横浜港リアルタイム験潮データ
～5分毎瞬間時観測データ等を掲載～
【海上保安庁海洋情報部】

 係留強化対策等の所要時間の把握  係留強化・船体被害低減対策、緊急離桟の所要時間を把握

 陸上避難フローチャートの作成  陸上避難の判断フローチャートを検討、作成

 陸上避難マニュアルの作成  陸上避難マニュアルを検討、作成

 陸上避難時の携行物品、服装の指定  津波との遭遇、避難先での一時孤立、厳寒・猛暑時期等を想定し、携行物品・服装を予め指定

 陸上避難場所の選定等  自治体公表の津波避難施設を確認し、避難場所を選定（避難場所の調査、施設管理者との調整も）

 訓練、研修の実施  津波対策の研修、陸上避難を想定した訓練（本船単独・関係者との合同訓練）を実施

 船舶事業者との協議等  陸上避難の対応について、平素から船舶事業者と協議・検討し、共通認識を醸成

 バース管理者との協議等  通常利用するバースにおける陸上避難について、平素から対策を協議・検討し、共通認識を醸成
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 津波出港部署の検討  津波進入時の出港を想定した部署配置を検討

 緊急離桟の所要時間の把握  船体被害低減対策、緊急離桟の所要時間を把握

 港外退避フローチャートの作成  港外退避（緊急離桟）の判断フローチャートを検討、作成

 港外退避マニュアルの作成  港外退避（緊急離桟）マニュアルを検討、作成（タグ・水先人の支援なしでの離桟方法、津波来襲下の離桟も）

 避難予定海域の選定  避難予定海域（候補）を調査した上で選定（VHF、携帯電話等の通信状況も予め確認）

 訓練、研修の実施  津波対策の研修、港外退避（緊急離桟）を想定した訓練（本船単独・関係者との合同訓練）を実施

 船舶事業者との協議等  緊急離桟の対応について、平素から船舶事業者と協議・検討し、共通認識を醸成

 バース施設、マニュアル等の確認  非常電源の有無、荷役施設の切離し方法や津波対策に関するバースのマニュアル等を予め確認、把握

 バース管理者との協議等  通常利用するバースにおける緊急離桟について、平素から対策を協議・検討し、共通認識を醸成
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東京湾内の錨泊船の状況
＜錨泊船情報＞
【東京湾海上交通センター】

 津波に対する係駐限界
＜船種別係駐限界流速一覧＞
【東京湾海難防止協会】

非常災害発生時における情報聴取義務海域
非常災害発生時における大型船優先の避難錨地
【第三管区海上保安本部】

津波に対する緊急離桟の検討
＜大型危険物積載船、大型コンテナ船、貨物船＞
【東京湾海難防止協会】

観音埼ライブカメラ

【東京湾海上交通センター】

巨大地震と大津波の教訓を伝える
～津波に対する船舶の対応～
（2012年、 海と安全 NO.552）【日本海難防止協会】

 津波警報・陸上避難の周知  津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）・陸上避難（避難先）を船内外に周知（上陸中の乗組員にも）

 潮位の監視  係留岸壁付近の潮位を監視（異常を認めた場合は、直ちに船内外に周知）

 避難時の服装と携行物品
 津波との遭遇を想定した服装で避難（例：浮体式救命胴衣、ヘルメット、手袋・安全靴）
 予め指定した物品を携行（施錠建物の窓・ドアの破砕器具、連絡手段、避難先での一時孤立等を想定）
 ＊可能な限り、携帯電話以外の連絡手段を確保

 避難要領  点呼で人員を確認し、【徒歩】又は【自転車】で避難

 係留強化、船体被害の低減対策  乗組員の陸上避難が最優先、可能な範囲で実施 ➡ 「係留避泊チェックリスト」を参照

 陸上避難等の連絡  船舶事業者、係留施設に「陸上避難の決定・避難場所」を連絡(事後でも可）

津波警報の周知  所属船舶、旅客（ターミナル等）、職員に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

避難場所の管理者との調整、情報収集
 ① 避難場所の管理者と調整し、避難に関して必要な支援、情報収集を実施し、乗組員と情報共有
 ② 津波来襲の状況、港や船舶の被災状況、救助の進捗状況等に関する情報を収集し、乗組員と情報共有

陸上避難中の乗組員の状況把握  乗組員との定時連絡体制を維持し、陸上避難中の状況を把握

船舶乗組員の家族と情報を共有  陸上避難中の乗組員の状況を家族に情報提供

救助に関する調整、支援  乗組員からの救助要請等を踏まえ、乗組員の救助について関係機関等との調整、必要な支援を実施

津波警報等の周知  係留施設職員、係留船舶に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

潮位の監視  係留施設付近海域の潮位を監視（異常を認めた場合は、直ちに施設の責任者、係留船舶に速報）

陸上避難施設等への避難  津波到達時間を勘案し、余裕をもって陸上避難施設等へ避難

船舶乗組員の陸上避難に関する支援等  荷役設備の切離し、船舶乗組員の陸上避難に関する支援を実施（施設職員の避難・安全確保が最優先）
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 津波警報・港外退避の周知  津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）・港外退避（緊急離桟）を船内外に周知（上陸中の乗組員にも）

 乗組員の招集  上陸中の乗組員を招集（直ちに乗船可能な場合）

 津波出港部署の発令  潮位監視、荷役設備切離し、津波進入下の出港、津波への対抗、漂流船・漂流物との接触、防火防水等を想定

 出港支援がない場合の対応  タグ、水先人の支援がない場合も、可能な場合は離桟を検討(機関・スラスターの能力、操船性能等を考慮)

 船体被害の低減対策  離桟作業が最優先、可能な範囲又は離桟後に必要な措置を実施 ➡ 「係留避泊チェックリスト」を参照

 港外退避（緊急離桟）の連絡  船舶事業者、係留施設に港外退避(緊急離桟)を連絡　(事後でも可、船舶事業者には離桟後の状況、退避海域も）

津波警報の周知  所属船舶、旅客（ターミナル等）、職員に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

情報収集  津波来襲の状況、港や船舶の被災状況、救助の進捗状況等に関する情報を収集し、船舶と情報を共有

船舶・乗組員の状況把握  船舶との定時連絡体制を維持し、港外退避中の船舶と乗組員の状況を把握

船舶乗組員の家族と情報を共有  港外退避中の船舶の乗組員の状況を家族に情報提供

救助に関する調整、支援  船舶からの救助要請等を踏まえ、船舶・乗組員の救助について関係機関等との調整、必要な支援を実施

津波警報等の周知  係留施設職員、係留船舶に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

潮位の監視  係留施設付近海域の潮位を監視（異常を認めた場合は、直ちに施設の責任者、係留船舶に速報）

陸上避難施設等への避難  津波到達時間を勘案し、余裕をもって陸上避難施設等へ避難

船舶の緊急離桟に関する支援  荷役設備の切離し、係留索の解らん等の支援を実施（施設職員の避難・安全確保が最優先）
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 津波警報・係留避泊の周知  波警報等の内容（津波高、到達時刻等）、係留避泊を船内外に周知

 乗組員の招集  上陸中の乗組員を招集（直ちに乗船可能な場合）

 係留避泊部署の発令  潮位の監視、荷役設備切離し、津波への対抗、漂流船舶・漂流物との接触、防火防水等を想定

 係留施設職員の避難支援  係留施設の職員が避難する時間的余裕がない場合、本船への乗船避難など、係留施設職員の避難を支援

 ①係留強化対策

 ②船体被害の低減対策
 （ダメージコントロール）

 津波到達時刻を勘案し、次の措置のうち、可能な措置を実施
 【係留強化】係留索の増取り、係留索・ウインチブレーキの巻締め等
 【主機起動】主機関、スラスターの起動・運転
 【投錨作業】係留索切断時の漂流防止措置として「投錨」又は「投錨準備」
 【防火防水】開口部、水密扉・区画、海水弁の閉鎖、消火ポンプ、消火ホース、防火衣等の準備
 【 防舷物 】他船・漂流物との接触への備え（両舷）
 【荷役設備】係留索切断時の損傷防止措置として、荷役設備の切離し
 【 その他 】バラスト喫水調整、移動物・重量物の固縛措置など

 係留避泊等の連絡  船舶事業者、係留施設に「係留避泊」の決定を連絡（タイミングをみて、船舶事業者には避泊中の状況も）

津波警報等の周知  所属船舶、旅客（ターミナル等）、職員に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

情報収集  津波来襲の状況、港や船舶の被災状況、救助の進捗状況等に関する情報を収集し、船舶と情報を共有

避泊状況の把握（船舶・乗組員）  船舶との定時連絡体制を維持し、係留避泊中の船舶と乗組員の状況を把握

船舶乗組員の家族と情報を共有  係留避泊中の船舶の乗組員の状況を家族に情報提供

救助に関する調整、支援  船舶からの救助要請等を踏まえ、船舶・乗組員の救助について関係機関等との調整、必要な支援を実施

津波警報等の周知  係留施設職員、係留船舶に津波警報等の内容（津波高、到達時刻等）を周知

潮位の監視  係留施設付近海域の潮位を監視（異常を認めた場合は、直ちに施設の責任者、係留船舶に速報）

船舶の係留避泊に関する支援  荷役設備の切離し、係留強化等の支援を実施（施設職員の避難・安全確保が最優先）

係留避泊船舶への避難  係留施設の職員が避難する時間的余裕がない場合は、係留避泊する船舶へ避難
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